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（２） Web-based questionnaires on the use of   
digital technology in India.
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Website
Ministry of Economy, Trade and Industry （METI）

India International Economic Research.

The governments of Japan and India signed a partnership agreement in the digital sector in 

2018. Both hardware and software technologies are essential for the advancement of DX in 

all fields. The goal is to increase competitiveness through collaboration between Japan, 

which is strong in hardware, and India, which is strong in software.

In order for Japanese companies to maintain their global presence over the medium to 

long term, it will be effective to effectively incorporate India's soft power by strengthening 

digital collaboration between Japan and India.

As the Japan-India Digital Partnership enters its fourth year and expectations for the 

creation of a new framework or new developments are rising, we conducted a Research on 

the relationship between Japanese business persons and India and their image of digital 

technology to provide basic information for future production studies.

We appreciate your understanding of the purpose of this Research and your willingness to 

complete the questionnaire.

Southwest Asia Office,  Trade Policy Bureau, Ministry of Economy, Trade and Industry

Deadline for reply.

Please respond by Wednesday, February 10, 2022.

Use of Response Data.

Ltd., which was commissioned by the Ministry of Economy, Trade and Industry,

and Nikkei Research Inc. which was commissioned to conduct the "International

Economic Survey Project for the Construction of an Integrated Domestic and

Foreign Economic Growth Strategy in FY2021 (Survey on Rebuilding Partnership

with India to Strengthen Digital Alliance)", will use the response data to the extent

necessary for the execution of the project and as basic information for future

policy discussions.
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Web-based questionnaires  (Preliminary survey) 

International Economic Survey of India (preliminary survey)

variabl

e name
question

q1 Do you currently have any business relations with India? (Multiple answers allowed)

q2 Do you plan to establish new business contacts with India this year (2022)?  (Just one)

q3 What do you see as the biggest bottleneck in doing business with Indian companies?  (Just one)

q4 India is said to be rich in digital talent . Would you like to hire Indian digital talent for your company? （just one）

q6
Are you interested in having an Indian Institute of Technology student work as an online intern at your company?

(Just one)

q8
Do you know each of the following in India? (Just one) (1) A national numbering system called Adhar (Adhar) (2) A

digital public goods called India Stack.

f1 【Nikkei ID】business

f2 【Nikkei ID】type of industry

f3 【Nikkei ID】type of occupation

f4 【Nikkei ID】post

f5 【Nikkei ID】Employee size of your company
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Open Answer
q1_6t.【Other】 Do you have any business involvement with India? （Multiple answers allowed）

No. 自由回答

00020 社内会議

00032 米銀東京支店でコルレス業務の営業

00073 システム開発保守委託先がインドのベンダーである。

00077 関連子会社(現地法人)との協業

00089 研究機関との個人的交流

00110
知財法務やデータ保護の関連分野で、インド固有の法・社会制度・政策の最新動向をたえず調査
してupdateしている

00116 インドとの外交関係、経済関係は、政策の判断基底の一部をなす

00131 インド企業の子会社化

00165 現地法人

00166 業務システム支援

00171 調査業務

00177 システム構築PJ実施

00194 原材料

00221 コンサルタント

00255 現地子会社の経営支援・管理

00258 関連する法律助言をすることがある。

00286 IT部門がインド

00303 一部の商品生産国（アパレル）

00311 CRM利用

00324 オフショアでのシステム開発（主にプログラミング）

00328 過去関わっていた

00340 インド法律事務所との取引

00346 インドにあるチームとの連携

00355 現地企業と担当している顧客会社が専用回線を敷設している回線等の保守

00359 生産委託

00362 外国為替

00384 輸出準備中

00397 航空機リース

00403 業務実行

00418 ITシステム開発、運用

00425 三国間貿易

00429 コンサルティングサービスの提供

00436 治安、政治、医療情報の収集

00456 在日インド人経営者の経営支援その他

00490 ソフトウェアの修正検討

00493 現地子会社の内部監査

00498 現地に製造工場がある

00507 マーケティング

00508 東アジア含めてアジア統括部門がインドがある

00530 ship sales and purchase and indian crews

00546 薬事申請受託業務

00561 在日インド人を顧客としている

00576 情報交換

00579 事業企画

00592 販売会社がインドにある。

00595 現地の日系企業とのビジネスあり、間接輸出実施中。

00629 金融支援

00641 連結対象の工場あり

00647 同じプロダクト/サービスを，インド子会社と地域を分担してカバーする。

00654 コンサルタント

00665
弊社は：①直接輸出入の業務 ②日本語が出来ない国内の製造業者様の「業務代行」③コンサ
ルを含んで対インドへの機械輸出を推進して居る会社の援助をして居ます。

00668
日本政府によるインドにおける都市開発プロジェクト推進に向けた日本の技術、知見、経験の伝
達協力、また現地でのビジネス展開を目指す日本企業への側面的支援

00707 保険手配

00716 当社製品の技術的アドバイス

00722 社内システム展開

00723 インド資本の会社に勤務

00734 KCDの輸出

00735 インド関連ビジネスコンサルタント

00763 現地に同じ会社の営業担当がいる

00766 マーケットリサーチ

00802 日本国内に住むインド人の診療

00828 半導体

00829 国内業務のアウトソース

00835 インド企業との第三国での協業

00839 インド法人のグループ会社

00860 郵便

00902 インド現法に駐在中です

00918 ホテル運営

00955 インド現地企業へ４年出向

00981 インドITベンダー日本支社勤務

01030 特許取得を介して協業を狙う

01045 インド系ビジネスツールの購入

01061 システムサポート

01092 クライアントがインド出身

01096 インド系インターナショナルスクールの運営

01106 現地に会社を設立して業務をさせている

01198 製品の一部でインド製造の原料使用

01206 ODA

01217 作業委託

01233 当方通訳案内士（英語で観光ガイド）なので、お客様として。

01245 製造拠点

01274 インド出身の社員がいる（アナリスト）

01280 過去に取引があったが、現在はない。

01324 ITベンダー

01382 現地法人あり

01384 政策調査の対象

01386 技術調査の対象

01387 現地子会社の監査

01409 インドへ出向中

01429 社内にインド在籍者がいて、メールで連絡を取る機会がある。

01445 投資（主に買収）

01451 支援業務

01470 一部の業務で担当者がインド現地の方である

01508 会社の子会社がある。

01512 グローバルIT企業のため、インド採用のメンバーとのプロジェクトで関わる

01541 当局間協力

01556 以前に英語研修を実施

01579 人材教育

01585 金融取引決済

01629 英語の採点委託など

01649 国外関連者取引

01654 生産工場

01676 現地駐在

01695 現地センサーメーカーからカスタム品の購入

01727 現地大学との研究交流

01756 投資信託等ファンドのカストディ口座等の管理

01780 System Operaftion

01789 現地子会社の監査

01795 所属先本社がインド

01809 マーケティング

01819 インド企業の日本法人に在籍

01824 生産工場を新築

Questionnaire Results    Free Answer①
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Open Answer
q2_sq. Please give us your background and reasons for establishing business contacts with India this year.

No. 自由回答

00018 今後、日印関係が大学にとってより重要ななるため

00019 弊社商品の関われそうな大きなビジネスの可能性を感じるから

00020 データサイエンスはインドスタッフから情報を得るため

00022 設備投資がある

00059 インドでの環境ビジネスの広がり。

00070
大学教員なのでビジネスではないですが、インドにおける学術交流協定校は増やす
予定があります。

00073
システム開発・保守を国内の日本人エンジニアでオンショアで行うよりも人件費の安い
インド人エンジニアでオフショアで行った方が安いから。

00095 ソフトウェアの開発拠点として、中国の地域リスク分散のため、インドでの開発を検討

00136 弊社は、医療機器の製造販売業者であり、インドでの販売を計画中のため。

00156 システムのオフショア開発の連携。

00185 詳しくは答えられませんが、インド地場企業との連携を検討しています。

00244 新規投資の実行

00270 長年協業してきたソフトウェア開発を継続します

00272

水産物を中心とした珍味製造・卸・一部小売を行なっている会社です。昔、インドのイ
カを照射を通して輸入し加工をしていました。インドの海産物でまだ開発されてないも
のとか、利用されてないもの画あるのではと思い応募しました。インドに行った経験も
ある。

00298 自動車関連市場の拡大予測から

00329 現在中国に生産拠点があるが，新たな製造拠点として。

00335 インド市場開拓と同市場におけるサービス向上を計画しているため。

00340 クライアントのインド商標出願のサポート

00366 今後の事業の拡大のため

00384 地元農産物を加工輸出準備中

00417 国籍を問わず有能な人材を確保したいため。

00419 インドに合弁会社を作る計画があり、その対応をする可能性があるため

00441 グループ本社(インドバンガロール)との共同ソフトウェア開発

00445 日本の人口減少によるインドとの人材交流を含んだビジネスを展開する。

00450 輸送用機器市場が大きい

00463 現地生産

00465 投資先企業の拡大とガバナンス強化。

00474 大学を中心とした国際交流のため。

00475
人口が世界2位のため今後豊かになれば住宅需要が出てくると思います。日本製品
は電機や電車・自動車など人気が高いので住宅もニーズはあると考えます。

00493 新たな買収先が発生し、同じような形（内部監査）で関わる予定

00497 当社にとって必要なデジタル技術者を育成する拠点にする。

00498 現地に製造工場があるから

00508 上位管轄分がインドに存在する

00511 インドから日本への観光客の英語ガイド

00518 インドのEV化

00536 交通機関開発

00538 人口ボーナス期で、今後の経済成長が期待出来る。

00550 金属部品の仕入先開拓

00567
インドのフィンテック企業、ITスタートアップ企業への投資、日本進出への支援などで
す。

00583
接点を持ちたい。インド政府の半導体、ディスプレイ企業へのインセンティブが発表さ
れ、何らかの動きを期待

00606 関連の製造能力が向上しており、購入先として魅力

00632 世界のあらゆる国々の商材を販売しているからです。

00641 既に連結対象の工場あり、顧客訪問している。

00654

インドを主拠点としたexpert-networking(専門家、アドバイザー)によるコンサルティン
グ会社(Insight Alpha)の在日代表としての業務をしており、日本のコンサルティング会
社や日本の上場企業のインド進出やインド戦略(市場調査、販路開拓、M&A等)のお手
伝いをしている。

00669 NEDO国際実証で現地側企業や団体と接点を作成中

00676 ＤＸとＩｏｔに向けての人材活用

00690 営業拠点の新設

00715 ITビジネスの協業

00716 引合いにて、当社製品がインドにて採用される可能性がある

00738
シリコンバレーからインド人材が本国に戻っており、新たなビジネスチャンスがあると、
現地で感じるからです

00757 インドでのビジネス拡大の為

00777 既にJV会社は設置しているが、技術・顧客対応でさらなる注力が必要のため。

00778 インドにあるソフト開発センターに駐在して7年になります。

00813 すでに拠点を保有再生可能エネルギーの発展

00835
中東におけるインド(系)企業のプレゼンスの高さ、インド企業の進出、価格競争力、相
応の信頼性、一応は英語でビジネスが可能。。

00845
システム開発のアウトソーシング契約を締結、システム開発?テストまでのパートナー
契約を結ぶ予定です。

00851 グローバルリソースの活用

00862 インドに進出する日本のメーカーをサポートする為

00866 巨大市場であり、ポテンシャルが高い。

00905

対中国、このままでは日本はダメだ。全てにおいて国際競争力も、国内企業を活かす
ことの出来ない政府ではもう待てない。インドに限らず米国以外のよきパートナーと組
み、さらに国外に目を向けないと、世界からもっと取り残される。発信力もないし、ここ
はお互いの強みを生かすべきだ。

00918
Minorなど我が国展開を睨むグローバル級ホテルブランドにとってファンダメンタルズ
の面から日本への進出の手がかりを見極める好機が到来。

00919 ソフト開発拠点設置

00932
ＪＶを現地企業と設立していますがうまくいっていないので、独資で事業展開をやりま
す。

00941 介護人材の受け入れ

00955 M&A

00968
インドITエンジニアへのソフトウェア開発業務協業実施中。背景はIT高度技術者不足、
期間短縮、費用軽減。

00981 グローバルのデジタルソリューションの日本展開

00985 投資先の拡充

00999
既にインド現地法人を構えて、各地で日系企業様に物流サービスを提供させて頂いて
います。2022年以降は医薬品の物流やコールドチェーン物流の分野への進出を企図
しています。

01001
インドサイドが車載用カメラのレンズの開発設計を実施。当方がその技術内容のサ
ポートを実施。

01030 特許取得に基ずく協業

01036 インドへ行くかもしれないし、向こうからくるからもしれない。

01050 既に自社が事業を行っている。

01056 インドのITの強さに興味がある

01058

インドの経済・インフラ状況が日本の1960年代後半の高度成長期に似ており、モディ
首相のインフラ重視政策に商機を感じる。中国・ロシアvs西側諸国の不安定な世界情
勢にあっても、他の新興国に比較して安定的な成長が期待できる。インドのソフトウェ
ア企業が成長しても、中国がテンセントやアリババに対して行ったような国家的抑制の
リスクが少ない。

01073 インド拠点のセキュリティ強化のためのチームクリエーション

01082 システム開発要員支援

01097 インド企業の株式への投資

01098 ソフトウェア開発

01131 優秀な人材の確保

01165 サプライチェーンの強化

01233
2年間の鎖国状態も今年のどこかで、オープンになると思われます。よってインド系の
旅行会社やインド料理屋等と関係を再構築する必要がある。

01238 長期の懸案

01248 現地法人とのコンタクト

01258 エアコン輸入規制の撤廃への働きかけ

01269 システム開発の委託

01273 保有特許の技術供与契約

01304 現地企業への電子部品供給

01328 留学生受け入れ

01339
再生可能エネルギー（太陽光発電）関係の商材を輸入に現地法人と協業して共同事
業を開始する。

01344 技術や知的レベルの高い研究者が多い

01377 生産原材料の調達

01381 新製品の輸入探索していた化学品のメーカーがインドにあったため

01382 社内の基幹システムのソフトウェア開発

01409 現在インドで働いているため。

01416 サプライチェーンの一つとして

01417 現地生産拠点開業

01419
自社ブランド製品の開発に協力していただきます。弊社役員と日本駐在のインドの方
が以前からの知り合いで、インド工場で弊社製品作製可能かのテストを兼ねて依頼中
です。

01440 インドから撤退したから再挑戦？

01445 具体的な案件は現時点では無いが、投資対象の案件があれば。

01467
インドの当社の独資会社に新たに投資を行い、現地に於ける産業消費財の製造販売
を行う。

01472

商品の新規仕入先としてインド企業も視野に入れています。従来は台湾・中国との接
点が主でしたが、前者については既に日本支社ないし日本企業との取引がある場合
が多く、後者についてもかつて程の勢いは無く、また国際情勢が悪化しているからで
す。

01486 インドにて化学品の委託合成を検討

01493
本社アメリカ。日本支社とインド支社で技術面での交流を深める予定。特にオンライン
でできる業務、ソフト系はインドで行う。

01497 マスボリュームのある市場のため

01509
既に関係性のあるインド企業の新しい計画に賛同する用意があり、また、インドのデ
ジタル戦略、その他の成長を実感している為。

01512 グローバルIT企業のため、インド採用のメンバーとのプロジェクトで関わる。

01516 インドにビジネスパートナーがいるため。

01528 多様な人材確保の選択肢として

01533 インドは弊社にとって、開発・生産・販売上、最重要拠点であるから

01541 日印EPAサービス貿易小委

01545 輸入

01548 今働いている会社（日本TCS）がインド企業の日本法人のため。

01549 日系進出企業へのファイナンス支援

01564 開発製品の販売先

01575 子会社がインドの企業を参加に置いているため。

01576 鉄工や鋳鋼品の輸入をしていきたい。

01588 Made in Indiaを政策として掲げているインド、そこにビジネスチャンスを感じるため

01615 大学の地域活性（事業支援）の目的

01625
有望市場であるインドにおいて将来ニーズを早く敵価格に取り込むため研究開発の
現地化を検討

01640 法律家の人材の交流

01641 在留資格関係の申請

01644
コロナ収束後、インドに渡る予定です。投資先のデジタル金融会社やフィンテック企
業、不動産会社を回り、最新状況などを確認します。

01658
商社設立を検討中。現在は金融機関として間接的に取引先の輸出入をサポートして
いますが、今後直接的な輸出入業務への参入もありえます。

01693 現地ジョイントベンチャーでの業務

01713 継続してビジネスを続ける為ビジネスの拡大

01763
インド政府間が半導体とディスプレイの製造企業を誘致するために総額１００億ドルの
助成計画を承認した事を契機に現地調査を行う必要性があるため。

01794 現在インドのIT会社の顧問を兼務しているが、新拠点を作る予定がある

01813 コロナ禍による交通遮断が改善される可能性が高いため。

01819
日系企業がインドにて弊社既存顧客を買収したため、その拠点に対するビジネスを担
当する可能性がある為

01822

人口も近い将来には中国を抜いて世界一になる経済的に大きな市場であり、成長率
も非常に高い発展真っ只中のインドに生産および販売拠点を設けるのに何の躊躇も
無かった。特にIT技術、スマホ、自動車、での成長期待は極めて大きく、またクリーン、
グリーン、ファインと言う我が社の戦略キーワードにも大いに繋がる国である。

Questionnaire Results    Free Answer②
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Open Answer
q3_6t.【Other】 What do you see as the biggest bottleneck in doing business with Indian companies? (Just one)

No. 自由回答

00002 税法、法規制

00014 要求品質

00032
インド企業のほうが短期的な利益を重視し、日本企業は長期的関係を目指しながら最初はもうからなくてもとりあえず開始
しそうな点

00050 国土の広さと民族の多様性による、嗜好・価値観の幅広さ

00060 顧客は国内対象のため

00103 認識度、理解度で違和感を感じる場合がある。（日本の常識で考えはダメと言う事です）文化の差でしょか？

00116 インド国内における地域的・人種的多様性に伴う政治リスク。中国を中心とした隣国との外交関係リスク

00162 政治や経済が若干不安定なこと（特にコロナ下のときにそうだった）

00206 特に支障ない

00234 インフラの状態が良くない

00251 製品仕様の規制・規格の違い

00287 既にビジネスあり、大きな障害はない

00303 国民性の違いで納期が守られないことが多い

00318 必要性

00334 真顔で嘘をつく。

00337 なし

00340 役所（特許庁）の処理の遅延

00346 時差

00361 十数年前ですがインドの方とjavaベースの帳票アプリ開発で協業した経験があります。特にネックになる事はありません。

00460 日本人と比べて仕事がいい加減なところ

00467 ネックとなるものは特にない

00481 中央政府と州政府での、上層部と実務部隊での業務速度の違い（許認可遅れ、など）

00508 人間が粗野である。宗教旅

00529 大きな違いはあまり感じない

00556 特になし

00558 品質

00567 日本企業の保守性

00572 特になし

00589 カースト

00623 場合によりけり

00647 州間の税制の違いに起因する煩雑さ

00665 現地の市場調査をする為に、現地の情報を入手するのが・難しい。

00677 複雑な法規制と諸制度

00688 規制の変更

00699 分かりませんが､無いと思います。

00752 税務

00775 インド企業とビジネスを行うことはない

00803 宗教感

00820 信頼度

00821 経営者の考え方。未知への抵抗感。

00869 日本人の閉鎖性

00908 男女差別

00913 安全面、環境、移動手段

00929 なし

00955 カルチャー

00968 時差

00981 相手に対する

00985 外資規制、関税、物流

01006 言語、PM5:00には帰る文化、まともに仕事ができないほどの湿気と気温、賄賂等の商慣習 全て

01050 インド政府の政策との連携

01067 知り合いがいない

01097 インフラが遅れている

01128 日本人のインド人・インド文化についての知識理解の欠如と偏見

01188 階級社会

01191 関税、取引の難しさ、考え方の違い

01245 諸々

01247 品質管理

01250 情報

01257 考え方の違い

01258 Made in India

01276 特にない

01296 信頼関係が持てなかった。個人の問題であろう。

01310 仕事、価値観の大きな違い

01319 コロナ

01348
商習慣の一部に含まれるかもしれないが、宗教や（表向きは無くなったと言われている）カーストなど。現社会に於いても、
影響する事はある。

01368 関りが無い。

01378 品質管理

01445 商習慣の違い、文化、法制度、税制、地域差異

01469 教育、特に日本国内における研修、体験型のOJTにかかる管理

01474 弊社の商売に見合った環境

01529 人的融和策の価値観の違い（いわば、風土・文化に該当?)

01560 コロナのような感染症のため鎖国している状況

01655 貧富の差が大きく治安が悪い

01660 人的な信頼性

01661 食事や衛生の面でハードシップ高い。

01694 宗教

01698 ビジネスを行う予定はない

01738 英語が通じますので特にネックとなることはありません。文化の違いはどこの国でもあることです

01795 交通の便が悪い（航空便の直行便が無い）

Questionnaire Results Free Answer③
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Open Answer
q5. Please indicate the reason(s) for your answer in the previous question regarding your intention to hire Indian digital talent. 
(Free answer) *If you have already hired, please answer why you decided to hire.

Questionnaire Results Free Answer④

No. 自由回答 q4.インドはデジタル
人材が豊富だと言われ
ています。貴社にてイ
ンドのデジタル人材を

00020 US本社の意向 1. すでに採用している

00022 能力とコストのバランス 1. すでに採用している

00032 米国の銀行なのでグローバルにすでに採用している。 1. すでに採用している

00047 優秀な人材が豊富 1. すでに採用している

00059 絶対数が豊富。 1. すでに採用している

00077 現地法人で採用済み 1. すでに採用している

00112 上司がインド人 1. すでに採用している

00129 技術的に優秀な人材が多かったため。 1. すでに採用している

00131 デジタル人材が優秀で豊富 1. すでに採用している

00156 優秀な方が多いため 1. すでに採用している

00163 スキルの高さ 1. すでに採用している

00177 インド現地法人と協業 1. すでに採用している

00183 現地法人があるため。 1. すでに採用している

00188 インドITサービス企業に在籍 1. すでに採用している

00189
関連会社のコンサル部門がインドにあり、アセスメントを受け
たことがある

1. すでに採用している

00230
インド国内ではなく、海外で働いているインドの方々は大変
優秀だと思う。インド国内はやはりビジネスの商慣習が異な
るため、特に撤退が困難なことがネックとなる。

1. すでに採用している

00251 優秀な人材が多い 1. すでに採用している

00270 コストとグローバル製品開発のため 1. すでに採用している

00286 コスト削減、優秀な人材を低コストで雇用できるため 1. すでに採用している

00287 海外子会社で採用済み 1. すでに採用している

00314 デジタル人材として即戦力になってもらえるから。 1. すでに採用している

00365
有能な人材であるため、弊社人事部の人事戦略として、イン
ドの人材を採用していると思われる。（私自身は部署が違う）

1. すでに採用している

00378 能力が高い 1. すでに採用している

00389
インド人だから採用したわけではなく、能力ベースで採用して
いる。

1. すでに採用している

00410 コスト 1. すでに採用している

00418
ニッチな技術でも人材は見つかり、中国と比べて三分の一以
下の単価。

1. すでに採用している

00441 優秀な知識を持っている 1. すでに採用している

00446 ロジカ、デジタルに強い 1. すでに採用している

00462
英語をはじめとする語学が堪能で、コミュニケーション能力が
高いから。

1. すでに採用している

00467
数学・ソフトウェア開発スキルの観点で、優秀な人材が豊富。
英語が通じるため、言語障壁も高くない。

1. すでに採用している

00486
以下人材が比較的多い日本人よりコンピュータサイエンスを
理解しているソフトウェアエンジニアリングに関する基礎能力
が高いITやソフトウェア技術のセンスがある

1. すでに採用している

00497
国内でデシタル技術者を採用するのに困難であるが、インド
で採用して育成する方が即効性がある。

1. すでに採用している

00514
デジタル領域はインドの文化（カースト制）にない領域であり
優秀な人材が大量に確保できる

1. すでに採用している

00526 対象領域のスキルが、十分。 1. すでに採用している

00614 データ分析能力が優れていたため 1. すでに採用している

00653 テクニカル面のサポートが強い。 1. すでに採用している

00656 文化的な意識の相違はありますが、大変有能で、勤勉です。 1. すでに採用している

00668
弊社自身ではないが、親会社で既に採用しており、弊社の業
務上でも連携することがある

1. すでに採用している

00676 英語力もあり、即戦力となる人材が豊富なため 1. すでに採用している

00688 現地のビジネスでデジタルなしには出来ないため。 1. すでに採用している

00734 工場が進出しているから 1. すでに採用している

00740 社長がインド人 1. すでに採用している

00744 回答する立場や権限にないので不回答。 1. すでに採用している

00751 能力高い、向上心ある 1. すでに採用している

00778
・ソフト開発人材が豊富。・日本式開発に対しての柔軟性・平
均的なレベルが高く、中には非常に優秀なエンジニアを採用
することができる。

1. すでに採用している

00829 ・英語でコミュニケーション可能・IT人材・勤勉 1. すでに採用している

00835
民間発電所向けのITマネージャとして採用後、IoTなどの取
組に活躍している。

1. すでに採用している

00839 インド法人から人材を受け入れることが可能なため 1. すでに採用している

00845
海外でのパートナー契約を結ぶに当たり、ある程度現地の商
習慣ややり取りの窓口となるグローバル人材を確保するた
め。

1. すでに採用している

00912 優秀だから 1. すでに採用している

00963 優秀だから 1. すでに採用している

00985 システム開発や保守、セキュリティ構築等での経験値が高い 1. すでに採用している

00987 技術力において、明らかに優れているため 1. すでに採用している

00988 インドに工場が有る 1. すでに採用している

01006 給料が安かったからと聞いています。 1. すでに採用している

01050
インドで事業をする上でインドの優秀なデジタル人材を採用し
ない理由はない。（自身が採用に関わってはいない）

1. すでに採用している

01059 インド人のスキル（語学力を含む）を活用したい。 1. すでに採用している

01064
デジタル人材にかかわらず、以前よりインド人スタッフと身近
に接している。

1. すでに採用している

01073
インドはＩＴビジネスのオフショア拠点としてのケイパビリティに
優れており、グローバルな活動が展開できるため。

1. すでに採用している

01084 日本人とは異なる高いモチベーションを持っている。 1. すでに採用している

01097 優秀な人材 1. すでに採用している

01116

文化の違いから女性役員への自国有力者の紹介を断られた
事がある。男性役員への対応には問題は無い。現在の幹部
クラスにインド出身者が一人居るが、これ以上増やすかと言
われれば消極的に成ると思う。

1. すでに採用している

01155 英語に流暢で暗算が早い 1. すでに採用している

01165 デジタルスキルが高い為 1. すでに採用している

01169 インドでビジネスを行うためには必要条件。 1. すでに採用している

01215 わからない 1. すでに採用している

01222
2011年より現地法人をインド人パートナーと立ち上げ協業し
ている。できる人とできない人の差は大きいが、まじめな方が
多いのが印象。

1. すでに採用している

01238 特異な専門性を有し高い業績を持っていたから 1. すでに採用している

01248 インド人だからではなく、採用したのがインド人だっただけ。 1. すでに採用している

01249 優秀であるため 1. すでに採用している

01286 人材が豊富 1. すでに採用している

01304 現地とのシステム連携 1. すでに採用している

01325
日本語も含めた語学が堪能、他の日本企業での実務経験も
あり雇用した。

1. すでに採用している

01344 技術や知的レベルが高い 1. すでに採用している

01398 個人の能力 1. すでに採用している

01400
インド人に限らず海外からも積極的に人材を募集しているた
め、優秀なので採用したらインド人もいた。

1. すでに採用している

01409
人材交流の一環としてインドからの人材を受け入れているも
のと理解しています。

1. すでに採用している

01459 直接雇用はしていないがシステム開発で人材を活用している 1. すでに採用している

01461
ＩＴ系出身の人材で、ＩＴ系の即応的な能力と数理系の」基礎
知識。

1. すでに採用している

01469
思想であって、例えば信頼性にかかる考え方、担保する領
域、技術的な範囲に対する認識が欧州、および北南米の技
術者に比べて、最も日本人に近く、親和性がある。

1. すでに採用している

01482 コストパフォーマンスが高い 1. すでに採用している

01493 英囲できる。 1. すでに採用している

01507 英語の共通語で十分に意思疎通できる。 1. すでに採用している

01533
インドは弊社にとって、開発・生産・販売上、最重要拠点であ
るから

1. すでに採用している

01540 不明ですがインド系の方を社内でみます 1. すでに採用している

01548 インドのデジタル人材は優秀なため。 1. すでに採用している

01549 全世界ベースでのインドへのアウトソース実施のため 1. すでに採用している

01562 競争力の高いハイポテンシャル人材が多いから。 1. すでに採用している

01576 ITスキルが高い人材を採用している。 1. すでに採用している

01596
人的コストの点。比較的低賃金でIT能力が高い人がおおい。
インドオフィスにおけるIT製品の開発、保守、およびEmailなど
会社全体の情報系ソフトウェアの保守、障害対応。

1. すでに採用している

01613 本社がグローバル企業でインド市場に既に進出しているため 1. すでに採用している

01628
弊社自体がインド発の会社であり、日本は「現地法人」として
位置づけられている。

1. すでに採用している

01701

技術の観点から、海外人材の発掘は必要不可欠で、特にイ
ンド人材は優秀で多才。ただ、定着率がネックで、コロナが落
ち着かない状況では、長期的に当該人材活用が図れない危
惧もあり、トップは二の足を踏んでいるかんじである。

1. すでに採用している

01730 英語、ソフトウェア開発力 1. すでに採用している

01738
ITスキルでは随分前から日本人よりもインド人の方がスキル
は上です

1. すでに採用している

01740
採用担当ではないため、採用を決めた理由は不明。(インドで
のビジネス展開を考慮してと想定される)

1. すでに採用している

01794 日本でのIT技術者不足への対応 1. すでに採用している

01809 インドに販社を保有 1. すでに採用している

01816 非常に優秀で、大学とのつながりがあるから 1. すでに採用している

01819 インド企業の為 1. すでに採用している

00014 人材不足 2. 採用したいと思う

00016 オフショア強化 2. 採用したいと思う

00018 日印関係にも寄与するから 2. 採用したいと思う

00034
自分には採用の権限がありませんが、インド人技術者は特に
ITで優秀と認識しているためです

2. 採用したいと思う

00038 日本人のエンジニア採用が大変厳しいため 2. 採用したいと思う

00045
IT人材で採用したい、というより採用を検討したい。ただし、労
働ビザや我々の受け入れ態勢、コミュニケーションなど解決
すべき課題が多い。

2. 採用したいと思う

00050
シリコンバレーはじめ米国での実働部隊は、かなりの部分イ
ンドからのメンバーが担っていると聞き及んでいるため

2. 採用したいと思う

00056 専門性 2. 採用したいと思う

00058 ITリテラシーに秀でているため 2. 採用したいと思う

00069 コスパがよい 2. 採用したいと思う

00071 優れた能力を発揮してくれそうだから。 2. 採用したいと思う

00072
今後のデジタル社会の展望を考えるとインド社会での若手の
人材が欲しいですね。

2. 採用したいと思う

00074 スキルの高い人材をデジタル広告に活かしたいから 2. 採用したいと思う

00078
国民全体のデジタル水準の高さやその文化が、より普及して
いる、とイメージしている。

2. 採用したいと思う

00081 日本国内はデジタル人財が不足しているため 2. 採用したいと思う

00082
多くの欧米の会社でインドのデジタル人材を活用している。日
本も活用すべきではないか

2. 採用したいと思う

00083 特に優秀な人材であれば国籍は問わないから。 2. 採用したいと思う

00088 インドのデジタル人材は優秀だと聞いている 2. 採用したいと思う

00089 今後のIT人材の活用で不可欠と思われるから 2. 採用したいと思う

00092 ソフトウェア開発にたけた人材が豊富だと思われるため。 2. 採用したいと思う

00095 優秀なIT人財が枯渇しているため 2. 採用したいと思う

00105 優秀な人材が豊富で時差を活用することができる。 2. 採用したいと思う

00115

デジタル人材が不足していることと、自分の務める分野（広告
業界）においては、技術ありきのソリューションやクリエイティ
ブが生まれることが多いため、日本人離れしたデジタル技術
や能力を持つ人材がいることで、ブレイクスルーが起こりうる
と考えるため。

2. 採用したいと思う

00119 優秀な人材の確保 2. 採用したいと思う

Other, 633 cases
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Open Answer
q7. Please feel free to answer any questions you would like to ask the Japanese government regarding its partnership with India in 
digital matters (e.g., support, etc.).

Questionnaire Results Free Answer⑤

No. 自由回答

00002 機密保持

00009 協業に向けた接点の構築

00014 マッチング

00018 交流の機会を設定する

00020 対等な関係

00025 政府からの支援基金

00030
安い給与で雇うために外国人労働者を利用しようとする現体
制には反対である

00031 政府に期待するほど事業が大きくない

00032

労働生産性の改善により、GDPが成長するような施策の実
施を期待したい。例えば、労働生産性(一人当たりの付加価
値)改善指標とリンクして、インドとの協業に関するコストを補
助する等(改善度合いが高ければ補助も大きくする)。

00038
日本で就業する上でのフォロー（事前の文化レクチャーや就
業後のフォロー等。）

00039
大所高所において開かれたインド太平洋空間という思想を具
現・実行して欲しい。

00040
文化の違いで問題が起こることが想定される。その場合には
国が中心となって解決を進めてほしい

00044 ITエンジニアの積極的な受け入れ

00045
多くの能力あるインド国民が、日本で働ける環境整備を早急
に行うこと。正規に入る環境を整備することが非正規の人を
減らすことになる。

00047 人材の自由な行き来

00050
・適材の紹介・仕事以外の面でのケア（食住など）仕事面以
外での私生活まで面倒をみる余裕が、社員にないことが多い

00051
日本企業でインドのICT人材を採用した場合に当該人材の報
酬の一部として、奨励金を出す。

00053 国策として取り組むなら予算を充てていただきたい。

00055 優秀な人材が日本に残れるよう援助すること

00056
オンラインインターンではなく是非訪日インターンで交流した
い

00059 担当大臣や役所がもっと賢くなって欲しい。本当に。

00071 インド市場の開拓

00072
何しろ、コロナ禍の影響を早く処理されることを期待したいで
すね。

00074 業界団体に広く周知をして欲しい。

00078
中小企業に対する継続的な政策や指導、補助施策を充実し
て息長く見守ってゆく事業が必須である。

00081 人財の紹介と中小規模の企業に対する経済的な支援

00082 そろそろコロナ鎖国の中止を考えるべきではないか？

00089 人材紹介と採用のバックアップ

00092 やり取りの簡素化。事務的なフォロー、バックアップ。

00096 なし

00101

顧問先で設計事務所があります。こちらは、英語での業務。
現在でも、フィリピン、中国、韓国の方が社員として勤務され
ています。過去には、ウクライナ、フィンランドといった出身国
の方もいらっしゃいました。現在も、コロナ禍、フィリピン現地
での勤務をされている方もおり、親和性が高いです。

00102
閉鎖的な仕組みではなく開かれた仕組みの中で中小企業で
も関わりやすくしていただきたい

00103
政府が何をやりたのかビジョンを先ずは示すべきと思います。
質問が曖昧すぎでは？

00105 現状は特になし。

00106 特にない

00110 現地の人事・労務慣行の具体的な情報収集。

00113
特区等を作り、一定の地域に集中するよう人材の受け入れを
積極的に行うべき

00115
まずはリモートの形でも、仕事の依頼ができると「お試し」でき
てよい。できれば日本語ができる方がよいが、弊社にも英語
ができる人材もいるので、その人間を交えながらでも。

00119 日本企業に有益となる支援

00124 情報収集に対する支援。

00126 具体的な構想がないので期待する事も浮かばない。

00127 インターンの諸費用の金銭的支援

00129
インドとのITに関わる取引や人材調達に関する税制優遇や
特区の新設。

00130
インドと日本の関係は今後ますます深まっていくと考えられま
す。是非、中長期にわたる良好なパートナーシップの確立を
目指した各種の施策実施いただきたい。

00131 税優遇策や補助等の支援を期待。

00136 越境条件の緩和。

00147 拒まずに門戸を広く開けるべきだと思う。

00148 インド現地での手厚い日本語教育

00151
世界に遅れを取らないように、インドなどから優秀な技術者
は日本には必要

00157 国内の日本人技術者育成をしたほうがよい。

00161
カントリーリスクの対応、支援を期待している。(電力不足によ
る停電等)

00162
ぜひ進めてデジタル先進国になってください。日本、遅れ気
味なので。

00163
既にパートナーシップを進めているので、来日へのハードルを
下げる施策を希望する。

00166 現地企業に対するサポート

00172 特にない。

00174
ＪＥＴＲＯのような支援機関・窓口になりうる機構の創設、支
援。

00177
言語による壁を低くすること（日本人の英語学習促進、通訳、
自動翻訳機など）

00179
外国人に国内労働していただく際の多くの基準が厳しそう。
その辺りの特例措置が必要

00180
日本の学生より基本的に優秀なため、それなりに敬意を払う
ことが必要。

00181 人財交流の機会と費用負担

00183
義務教育を終了した日本人がもっと自由闊達に英語でのコ
ミュニケーションが図れるような教育環境を整えてもらいた
い。

00188
海外市場で日系企業と協業したインド企業の、日本市場にお
ける事業展開及び案件獲得の促進

00189 もっと紹介すべき

00192
政府が積極的に動かないと、ほかの国へ人材が取られてし
まう。もっと、親身にインドと付き合わないともったいない

00202
日本のデジタル化の実態を説明する機会をインドに設けてほ
しい

00203
・補助金・助成金など。・治安維持のための管理。技能実習
の暗部のようなことがないように。

00208 特にございません。

00219
インドに学び真似ぶことはたくさんあると思う。貪欲に取り入
れる姿勢を持ってほしい

00222
生活慣習や言語の壁が少なくなるような工夫が必要と思いま
す。

00224 なし

00230
人材交流は大変重要であるので、政府としてに支援を期待し
たい。

00234
マクロの発想はとても素晴らしいと思いますが、インド政府が
どこまて積極的に関わ理、それを実践していくかが大切と思
います。

00235
質の高いインドのIT人材と対等、もしくは、それ以上の能力を
もった、日本のIT人材育成・輩出へ、政府主導で再教育に投
資してほしい。

00250 人材交流の促進

00252
現地のソフトウエア、システムハウスのリスト、情報の提供
（どんな企業が何処にあるのか）現地のシステム、ソフトウエ
ア開発契約の慣習、気を付けるべきポイントなどの情報提供

00254
インド人雇用を増やす、ある程度の規模の会社には雇用を必
須とするなど、支援を行ってもらいたい。

00262
楽天やPayPayは、インド企業とサービスを作り日本に持ち込
んでいるので、政府もそこから勉強すべき

00264 なし

00268
変わりゆくインドの最新情報や若者の価値観などをバイアス
なく伝える点、社会問題の課題などについても現実として情
報開示する点。

00269 早く鎖国をやめて下さい。

00270
ビザを米国並みに簡易にしてほしい。また、源泉税も廃止し
てほしい

00276 入国緩和

00278
上記のように5万円でインターンを紹介してくれるなら期待で
きる

00286
インドは人によってそのサービス品質が異なるため、それを
見極めて雇用に至れるようサポートがあるとよいと思う。

00290 リモートが可能なようなインターネットインフラの拡充

00292 日本人の英語教育をもっと

00303 税金を無駄にせず効率的・有効的に遣ってほしい。

00308
今回初めて知った。制度がもっとオープンになれば関心度も
上がり、採用に前向きになるのではないか。

00310 支援金の援助を行ってもらいたい

00314 デジタル人材の採用支援

00315 人材育成

00321
日本の長所を英国並みとして説明すること。アメリカに行きた
いインド人は日本には来ません。

00326 機密漏洩等の安全保障上の措置の徹底

00327 単なる、労働力では無く人材として関わって欲しい

00330
インドとのデジタル協業（人材活用に限らず技術交流や文化
の共有）やイノベーションを促進できるような施策を主体的に
行って欲しい。

00334
デジタルに関わるもののみではなく、道徳的な点も支援する
ように期待します。

00335 輸出入関連処理や原産地証明等の書類のデジタル化

00336 相互の支援策

00338 ビザ免除等の渡航コストの削減

00345

・インドに限らず、パートナーシップを必要とする企業 や社
会が、外国人人材を招へいしやすい環境整備・日本で働き、
生活している外国人人材が長期的に安心 して働き続けられ
るような法整備

00346
インドにおいても女性の社会進出への障壁があると言われて
いるが、インドの女性が日本でも活躍できる環境を整えてほ
しい。

00355 特になし。

00357 企業間人材交流支援制度の設計、支援

00360

パートナーシップのリスクを日本政府が担保すると検討しやす
いですただし、今のところシステム人材に不足を感じていない
ため、関心はありますが具体的に検討できるかどうかはこれ
からです

00361
世界最高峰のインドの国立大学から学生ではなく、教員を引
き抜いて来る位の、パフォーマンスを見せて欲しい。

00364 中小企業への支援策を取りまとめて欲しい。

00366
インド人が日本へ来るときVISA取得が大変。もっと利便性を
改善してほしい

00367
日本にやってくる彼らが働きやすい環境（ビザや住居など）を
ととのえてやってほしい。

00369
サイバー攻撃に強い国になって欲しい。地方なんか人材も少
ないし攻撃されたら対応出来ないと思います。

00374

来日した学生が親日家になってもらうことも大切であり、その
ためにはインドの文化（正も負も）に一定度の理解と忍耐力
のある人材を、日本側こそ事前に配置し実務に当たることが
肝要であると思う。

00377 日本で働きたいと思う人への道は開放してほしい。

00382 ・

00383

日本国内産業のデジタル化、情報化という観点であらゆる分
野にインドの人材を配置できるように、民間の人材不足の分
野の把握や、情報の漏えい、散逸を防止する法整備など国
際化に向けた基本体制の確立を期待する。

Other, 480 cases
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Web-based questionnaires  (Ex-post investigation) 
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Questionnaire Results Free Answer
q2_t.impressions
No. Free answer q1.What are your

overall impressions?

00011
Due to personal reasons, I heard only Session 1. The key to the evolution of digitalization in Japan is the responsibility of small and medium-sized business owners as well as large corporations.
Government agencies should create opportunities to change the perception that they are looking for people who can speak Japanese. It is not about getting elected, but about being able to say
the things that are difficult to say for the sake of the Japan of tomorrow.

1. very good

00026
I felt the need to collaborate with India and utilize Indian human resources in order to implement DX in various fields in Japan in the future strongly. Conversely, I am convinced that Japanese
companies and Japanese people can make proposals for semiconductor manufacturing, which India has begun to seriously strengthen.

1. very good

00046 Whether or not Japanese companies can proceed with work in English? I felt this was important matter. Thank you very much. 1. very good

00054 I felt great surprised 42 unicorns of the startup in India last year. I am sure the large population has something to do with it, but it is amazing. 1. very good

00055 Thank you very much. 1. very good

00085 It was very good. 1. very good

00095 It's very helpful. I look forward to working with you in the future. 1. very good

00097 We very appreciated to show our company, AWL, Inc around 3:30.  Will this video or today's webinar be available online for later? 1. very good

00100 I learned a lot. As a Japanese, I realized that if we do not change, we will be left behind by the rest of the world. 1. very good

00101 Thank you for arranging good symposium. 1. very good

00102 Your opinions and information sharing from the Indian side were very helpful. Thank you very much. 1. very good

00105 It was very informative and well organized. Thank you very much. 1. very good

00109 Very informative. Thank you very much. 1. very good

00111 The enthusiasm on the Japanese side, led by the Ministry of Economy, Trade and Industry (METI), to seriously promote the Japan-India Digital Partnership was very positive. 1. very good

00117 Seminar was too long, and I didn't keep my concentration for 4.5 house. It is necessary to make some kind ob device such as taking a break in the middle of the seminar. 1. very good

00135
It was very interesting. In order to increase the number of IT personnel in Japan, if English and information-related classes are introduced at an early stage and it becomes mandatory to study
abroad in an English-speaking country for at least one year in high school, at least there will be no inferiority complex in English and more people will consider working for IT companies that
require English or expanding their business overseas. Also, there are too few people to teach IT skills, so it is necessary to retrain school teachers and train IT-related educators.

1. very good

00006 We will leave during the session. Please understand that you will be asked to answer only a portion of the questionnaire. 2. good

00012 None in particular. 2. good

00021 It was a very informative webinar on a very important issue. 2. good

00022 Although it is a different field from my specialty (drug development) I have experienced so far, it was a good learning opportunity. 2. good

00053 It was very meaningful to hear various opinions on how to utilize digital human resources and to confirm the Japanese government's promotion measures. 2. good

00079 Participation in realistic panel discussions in the form of quizzes and surveys was good. 2. good

00084
I hope that this symposium will be an opportunity for Japanese companies to further deepen their relationship with India. I would like to deepen our relationship with India as well, although it is
not my intention to do so.

2. good

00092 Under Corona Disaster, I have been having a hard time picking up local information, so this was very helpful. Thank you very much. 2. good

00098 Impact is great for last year. I felt that Japan was further behind. 2. good

00114 I thought the method of facilitating the panel discussion with quizzes and questionnaires was good. I feel that it stimulates the brain more than just listening to the talk. 2. good

00118 The India Stack talk was very informative. I would have appreciated a 5-10 minute break every 1.5 hours if possible. 2. good

00133
Due to my schedule, I was able to attend for a limited amount of time. Please understand that the reason for this is that I have not been able to listen to those other than those who have been
circled.

2. good

00036
The content of the symposium was conveyed as a symposium for the purpose of attracting Indian and overseas competitiveness. My motivation for attending the symposium was rather to
explore a multifaceted policy on how to utilize IT human resources in Japan, so I felt that it was a bit easy to take measures to bring in excellent human resources from overseas. In Japan, 60%
of the workforce will soon be unemployed if not reskilled, so I would like to see a viewpoint to foster IT personnel from within Japan in the future.

3. normal

00106 As mentioned in the meeting, the question was answered during it, but I did not receive an answer. 3. normal

00017
I was very uncomfortable with the entry point of attracting Indian IT personnel. If we accepted in Indian IT personnel, what are we going to ask them to do? Isn't it our side that needs to
change? I was disappointed that the discussion did not follows the essential points, or rather, the means to an end.

4. not so good



（３）Organize Japan-India Digital Symposium
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India-Japan Digital Partnership Webinar

“Making the most of our strength” 
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Overview

“Making the most of our strength” 

A digital partnership with India, a major IT 

powerhouse, is key to recovering from the 

laggards in DX (Digital Transformation) and 

preparing for the post-Corona global 

competition. How can Japan, with its strength 

in hardware technology, and India, with its 

superiority in software development, leverage 

each other's strengths? Experts from Japan 

and India will be invited to discuss the ideal 

form of digital partnership.

There will be a panel discussion to deepen the 

discussion on the use of Asian high-level IT 

talent, with input from the audience, and a 

special session on the fastest-growing Indian 

startups in the Corona Disaster.
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Session Photos
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On-site photograph
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Advertisement

▲2月16日（水）朝刊掲載▲1月31日（月）朝刊掲載

▲2月28日（月）朝刊掲載

▲2月23日（水）朝刊掲載

▲2月9日（水）朝刊掲載



（４）Compilation of case studies on the use of 
Indian digital highly-skilled professionals.
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（５） Research on the use of  digital technology in India.
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（６）Creation of an introductory video for India Stack
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Movie③
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Movie④
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Movie⑤














